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研究成果の概要（和文）：本研究では暦年標準パターンネットワークの整備と，それらの文化財科学諸課題への応用を
目的とした。その結果，過去約2000年超の長期標準年輪曲線が完備した。標準パターンネットワークを用いた産地同定
では，近畿以東の年輪変動パターンが大きく４つに区分できることを見出した。年輪気候学への応用では，東アジア広
域的な気候復元が可能となった。新しい技術開発を推進した。コンピュータ断層法などにより木質文化を非破壊で撮像
し，年輪年代を決定できた本研究で年輪年代学の総合的研究を推進した結果，歴史・考古学における編年，古環境，保
存・劣化等の文化財科学の重要な課題に価値の高い情報を提供できること明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The objectives of this study were (1) building long tree-ring chronologies in 
Japan, and (2) their applications in the science of cultural properties. A network of tree-ring 
chronologies was developed for the last two millennia. The correlation analysis demonstrated that the 
network is classified into four regional sub-networks, suggesting that dendrochronological provenancing 
of cultural properties are possible. The tree-ring network was successfully used for wide-area 
reconstructions of the past climate for East Asia. Novel techniques were developed using computer 
tomography and magnetic resonance imaging, which enabled non-destructive acquisition of high-resolution 
tree-ring images for dating cultural properties.

研究分野：年輪年代学
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１．研究開始当初の背景 
年輪年代学は，考古学的な遺構や遺物群の編
年体系を構築するために有用な研究手法と
してその役割を果たしてきた。すなわち，遺
構の木製遺物からできる限り多数の試料を
年代測定に供し，絶対年代だけではなく，相
対的な年代関係も“年代情報”として提供する
ことで初めて，遺構の歴史的変遷や遺物が利
用された状況の変化という考古学的な価値
のある“史料的知見”を発見することが可能と
なる。また，多数の試料を対象とすることで，
異なる時代から紛れ込んだ遺物の年代を誤
って代表値とすることを避けることが可能
であり，年代測定結果の信頼性を担保するこ
とになる。編年学的視点は年代学研究では欠
かすことができない。一方，我が国では，遺
構から散発的に抜き出した“好適な試料” の
年代測定に終始し，年代値の代表性が編年作
業を通して検証されない傾向にあった。我が
国で，年輪年代法は一定の成果が得られ，年
輪生態学，年輪気候学の成果が徐々に得られ
てきた。一方で，そのほとんどが個々の地域
の現生木を対象とする研究が多数を占める
ばかりで，ネットワーク化が成されておらず，
地域間の類似度や複数の標準パターンによ
る反復検証が成されていなかった。 
２．研究の目的 
次の 2 点を主な目標として研究を推進した。 
(1) 暦年標準パターンネットワークの整備：
各地域の年輪幅変動を代表する暦年標準
パターンをネットワーク化し，日本全国
に整備する。既存の各地域・各年代の暦
年標準パターンの整理，地域的・年代的
空白域を埋める新たな暦年標準パターン
を作成する。本研究組織では，これまで
主に東北，中部地方で中心に暦年標準パ
ターンを構築しており，さらに北陸，関
東地方で暦年標準パターンを充実させ，
西日本へ範囲を拡大することで過去2000 
年間の年輪記録を整備する。 

(2) 文化財科学諸課題への応用：日本全域で
通時的に拡充した暦年標準パターンネッ
トワークを用いて文化財科学での応用を
推進する。主な項目は以下の通り：木質
古文化財の詳細な絶対・相対編年と産地
推定，年輪ネットワークによるアジアモ
ンスーンの空間的気候復元，経年劣化・
保存科学のための年代情報の提供，14C 
年代の暦年較正など。さらに最新動向で
ある同位体比による年輪年代学の新たな
展開をめざす。 
３．研究の方法 
本申請課題の主要な研究計画は次の 2 点で
あった。(1) 暦年標準パターンの広域ネット
ワーク整備：日本列島内における暦年標準パ
ターンの地域的・年代的空白地で調査・試料
収集を実施し，地域毎に得られた標準パター
ンを日本全国にネットワーク化した。(2) 文
化財科学各分野への応用：古文化財の年代測
定と編年，古気候復元，産地推定，14C 暦年

較正などの応用を実施した。研究期間は 4 年
間で，前半(H23－24) には調査・試料収集を，
後半(H25－26) には上記(2)の応用的展開を，
重点的に実施した。 
４．研究成果 
目標（１）暦年標準パターンネットワークの
整備：近畿以東でヒノキ材の過去約 2000 年
超の長期標準年輪曲線を構築できた。この試
料を用いて酸素・炭素安定同位体の標準年輪
曲線の完成に目処が立った（H27年度中に完
備予定）。 標準パターンネットワークを用い
た産地同定では，ヒノキ・スギ・ヒバ材等の
考古遺物の年代測定の結果から，近畿以東の
年輪変動パターンが大きく４つに区分でき
ることを見出した。これは日本で初となる年
輪産地推定の成果である。 
目標（２）文化財科学諸課題への応用：年輪
気候学への応用では，これまでに蓄積した年
輪幅ネットワークにさらに炭素同位体比の
変動も加えて，東アジアや東北アジアの古気
温変動，太平洋北西部海水温など広域的な気
候復元が可能となり，信頼性の高い年単位の
古気候復元の成果を出版した。木質古文化財
の絶対・相対編年，産地推定，アジアモンス
ーンの空間気候復元，14C 暦年較正，同位体
比分析など文化財科学での応用を積極的に
展開した。本課題では新しい技術開発も進め
ることができた。先ず，年輪同位体比・木部
密度測定用の高精度の木材薄片作成装置開
発に成功した。また，コンピュータ断層撮像
（CT）や核磁気共鳴画像法により，水中浸漬
や PEG処理で保存した木質文化財，あるいは
年輪の観察が不可能な漆器などを非破壊で
撮像，年輪年代を決定できることを実際の文
化財試料を用いて実証できた。本研究で年輪
年代学の総合的研究を推進した結果，歴史・
考古学における編年，古環境，保存・劣化等
の文化財科学の重要な課題に価値の高い情
報を提供できること明らかとなった。 
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